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道路舗装に求められること



舗装の種類

装の種類 素材 性質 用途

アスファルト
・アスファルト
・骨材

・すぐ固まる

・気温や路面温度
に影響されやす

・一般的な場所

国土交通省道路局web

アスファルト
・骨材 に影響されやす

い

・一般的な場所

コンクリート
・セメント
・水
・骨材

・固まるまでに時
間がかかる

・磨耗に強く、わ
だちができにくい

・大型車交通量が
多く痛みやすい場
所・補修が困難な
場所(トンネル等)



アスファルトの種類

天然アスファルト

レイクアスファルト

ロックアスファルト

地下からわきだして湖のようになったもの

石灰岩や砂岩のような岩石にしみ込んだ

オイルサンドオイルサンド
砂にしみ込んだ

アスファルトタイト
岩石にしみ込んだ石油が熱変成を受けた

石油アスファルト

ストレートアスファルト

ブローンアスファルト
石油精製過程で最後に残った油から製造



アスファルト混合物の製造

砕石、砂、フィラーなどの骨材をアスファルトで結合



アスファルト混合物の種類

種類種類種類種類 説明説明説明説明

細粒度アスファルト混合物 骨材の2.36mm通過量が50%以上

密粒度アスファルト混合物 〃 35～50%

粗粒度アスファルト混合物 〃 20～35％

密粒度ギャップアスファルト 2.36mmと0.6mmの通過量の差が密粒度ギャップアスファルト
混合物

2.36mmと0.6mmの通過量の差が
10%未満

開粒度アスファルト混合物 骨材の2.36mm通過量が30%以下

ポーラスアスファルト混合物 水を浸透させるタイプ





マーシャル安定度試験

安定度とは・・・

交通車両の荷重により、混合物が恒温におい
て、流動したり、波状の変形をおこしたりする
ことに対する抵抗性ことに対する抵抗性

試験概要

直径約100mm、厚さ約63mmの側面を挟み、
60℃で1分間に約50mmのとなるように荷重を
与え、は開示の最大荷重と変形量を測定



マーシャル試験に対する基準値



マーシャル試験の結果マーシャル試験の結果マーシャル試験の結果マーシャル試験の結果（（（（4））））

基準範囲 アスファルト量

安定度 4.90以上 4.0～6.0

フロー値 20～40 4.0～6.0

空隙率 3～7 4.0～5.7

飽和度 6.5～8.5 4.4～6.0

全ての要求条件を満たすアスファルト量の中央値を取ると5.1％となる。

設計アスファルト量は5.1％とする。

飽和度 6.5～8.5 4.4～6.0

　設計アスファルト量（％） 5.1



施工

1. ダンプトラックで現場へ

2. 敷きならし

3. 転圧
初期転圧：10～12tのロードローラーで二回程度

二次転圧：8～20tのタイヤローラー

仕上げ転圧：不陸の修正やローラーマークを消す



アスファルト舗装の種類

舗装の種類 構造 性質 効果

排水性舗装
上部に透水層、
直下に不透水層
を設置

雨水は透水層を
通りぬけ側溝へ流
れ出る

・走行安全性向上
・騒音低減

透水性舗装
全体を透水層と
する

雨水を地中に還
元する

・水循環環境の育
成(街路樹育成)

・雨水の流出を抑制

保水性舗装

舗装の空隙に水
を吸着する材料
(保水材)で雨水
を溜める

気温が上がったと
きに水分を蒸発さ
せる

・路面の温度を下げ
る

・ヒートアイランド現
象の緩和


